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１．はじめに  

R R R
スリーアール

工法協会は、RRR 工法の普及と技術向上を図ることを目的に、1991 年 7 月に発足した工

法協会です。その後、技術マニュアルの整備や協会だよりの発行等を実施するとともに全国各地

で工事実績を重ねた結果、2008 年 3 月には施工延長 100km（施工件数 701 件）を突破し、2012

年 3 月末現在では、総延長約 150km（施工件数 1,100 件以上）に達しております。 

その間、建設中の事故、建設された補強土壁の大変形や崩壊は全く発生しておりません。特に、

1995 年の兵庫県南部地震では、住宅地の倒壊率が 80％以上もあった超激震地区（通称、タナタ地

区）に、本工法で構築されていた剛壁面補強土擁壁は、若干の目違いが生じた程度であり、本工

法の持つ高い耐震性が証明されました。また、2011 年東日本大震災でも被害地域に RRR 工法で

構築されていた擁壁・橋梁等は全く無傷でした。 

本報では、近年新たに開発された RRR－A（Abutments）工法と RRR－D(Disaster)工法の概要・

特長等について紹介いたします。 

 

２．RRR 工法とは 

R R R
スリーアール

（Reinforced Railroad/Road with Rigid Facing の頭 3 文字を取っている）工法は、図-1に示

すように、当初、適用箇所が盛土と地山との違いによって大きく 2 つの工法に分けられていまし

た。すなわち、（1）RRR－B(Bank)工法と（2）RRR－C(Cut)工法と呼ばれる 2 つの工法です。RRR

－B 工法は、面状補強材（ジオテキスタイル）と剛壁面を用いてのり面をほぼ鉛直に構築する盛

土補強土壁工法です。一方、RRR－C 工法は、棒状補強材と剛壁面を用いて斜面を急勾配化する

地山補強土壁工法です。 

本工法は、東京理科大学龍岡文夫教授の指導のもと（公財）鉄道総合技術研究所によって、わ

が国での様々な特殊条件に適合するように多くの工夫が重ねられたものであり、外国で開発され

た補強土工法をそのまま直輸入したものではなく、わが国で開発された新しい補強土工法です。 

これら工法に加え、近年、さらに RRR－A（Abutments）工法と RRR－D(Disaster)工法の 2 つの

工法が新たに開発されました。 

 

 
 
 
 
 
 

図-1 初期の RRR 工法の概念図 
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３．RRR－A（補強土橋台・橋梁）工法 

従来形式の橋梁が持つ様々な問題を解決するために開発された

工法で、取付け盛土を面状補強材（ジオテキスタイル）や大径補

強材（ラディッシュアンカー等）で補強した擁壁構造物を橋台と

した橋梁です。本工法は、大きく以下の２つに分類されます。 

(1)補強土耐震性橋台 

(2)補強土併用一体橋梁 

(1)の補強土耐震性橋台は、ジオテキスタイルで補強された盛

土と一体化した RC 壁面の天端で、支承を介して橋桁を支持し

て耐震性を高めています。(2)の補強土併用一体橋

梁は、桁と橋台躯体およびジオテキスタイル、あ

るいは大径補強材によって補強された取付け盛土

（アプローチブロック）の 3 つを一体化した構造

です。桁と橋台躯体は支承を用いずに一体化され

ているため維持管理と経済性に優れています。ま

た、大地震時の津波や台風時の洪水・波浪による

桁と取付け盛土の流出を防ぐとともに、基礎地盤

が洗掘されても、倒壊に対して高い抵抗力を発揮

します。この新しい形式の橋梁は、前述した盛土補強土壁工法の RRR－B 工法を応用した新設タ

イプと切土補強土壁工法のRRR－C工法を応用し老朽化橋梁を再生させるリニューアルタイプの

2 つの工法で構成されています。 

 

４．RRR－D（水際補強盛土）工法 

盛土を面状補強材（ジオテキスタイル）で

補強し、一体な壁面工・のり面工を補強材に

固定して、洪水・波浪・津波の越流による基

礎地盤の洗掘、および越流の揚力による崩

壊・流出、その結果生じる盛土の侵食に対

してねばり強く抵抗する水際補強盛土を構

築する工法です。 
盛土内に敷設される補強材に固定された

壁面工・のり面工が洪水・波浪・津波とそ

れに伴う基礎地盤の洗掘に対して高い安定

性を発揮するため、盛土本体の侵食などに 
よる崩壊を防ぐことができます。                           
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図-3 水際防災補強盛土工法の概念図 

写真-２ 平成 19 年の台風によって崩壊した西湘バイ
パス海岸擁壁の RRR-D 擁壁による復旧 1） 

写真-１ 建設中の補強土併用一体橋梁 
（北海道新幹線木古内工区）

図-2 RRR－A 工法の 
概念図 
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